
ディプロマポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 重点項目

合計

0

100

0

100

備考

全学DP(1)

授業の目的・テーマ

15 25

全学DP(3)

「人にものを伝える」ということ困難さを演習を通して理解します。在学中および卒業後に必要とされる発表・説明の
場面において「役立つプレゼンテーション」の基礎的な理論と技術を身につけます。この授業では人前での発表やグ
ループワーク、人と関わる機会を多く設けています。

基礎教育科目

科目名称：
担当者名：

区分
専門教育科目 演習 1

プレゼンテーション演習（美術学科）
和田　紘樹

この授業の目標は、人前で話をすることに慣れ、明瞭な話し方で伝えたいことを確実に伝えられえるようになることで
す。人前で話すことへの苦手意識や抵抗感を無くし、自尊心や自己肯定感を高めることも一緒に考えたいと思います。

実務経験のある教員の担当

○

評価方法／ディプロマポリシー 定期試験
クイズ
小テスト

提出課題
(レポート含む)

その他

DP(1)

DP(2)

DP(3)

専門的な知識や技能を修得し、それぞれの分野において、これらを柔軟に
活用していくことができる。

様々な課題に取り組み幅広い教養を身につけるとともに、変化する社会に
対応するための協働的な実践力を身につけている。

自己理解を深め目標に向かって主体的に行動するとともに、多様性を尊重
し他者との信頼関係を築いていくことができる。

.

授業形態 単位数

担当教員の実務経験の内容（内容・経験年数を記載）

なし

《内容１》 《経験年数１》

《内容４》 《経験年数４》

《内容２》 《経験年数２》

《内容３》 《経験年数３》

全学DP(2) 60



授業の内容を十分に理解
し、自分の言葉でレポート
を書いている

授業の内容をある程度理解
し、レポートを書いている

事前事後学修時間（分）

第１回 15分

第２回 30分

第３回 40分

第４回 40分

第５回 40分

第６回 40分

第７回 40分

第８回 40分

第９回 15分

第10回 40分

第11回 40分

第12回 40分

第13回 40分

第14回 40分

第15回 40分

実施しない。 その他の評価配分は、以下のとおりである。

聴き手に配慮ができ、適切な声や姿勢
でプレゼンテーションすることができ
る

グループワークに参加し、グループの
メンバーと協力して活動ができる

プレゼンテーションの準備をしておく

プレゼンテーションの準備をしておく

企画のグループワーク　-プレゼンテーション資料作
成

企画のアイデアを考えておく

自己ＰＲの内容を考えておく

第1回～7回の復習

企画のグループプレゼンテーションの概要説明・アイ
デア出し　「楽しい移動動物園を考えよう」

プレゼンテーションに使用する機材・道
具の準備をしておく

プレゼンテーション演習のまとめと一年の成果のプレ
ゼンテーションの概要説明

プレゼンテーションの準備をしておく

　事後学修時間については、受講するにあたっての最低限の目安を明記したが、単位取得のためには原則として授業時間と
事前事後学修を含め学則第17条の2で規定された学修時間が必要である。プレゼンテーションを行うためには、授業前の下
準備が不可欠である。

伝える力、伝えるためには 第1回～5回の復習

教科書・参考書

プレゼンテーション力

コミュニケーション力、協調
性

プレゼンテーションに対する情熱を
持ち、聴き手に配慮ができ、適切な
声や姿勢でプレゼンテーションする
ことができる

やってみよう2分間自己PR②(プレゼンテーション)

ビデオ鑑賞　－プロのプレゼンテーションの鑑賞－

プレゼンテーションに対する教員の評価と公聴した学生の意見をまとめて発表者に返却する。

自己ＰＲの内容を考えておく

授業全体の概要説明

一年の成果をプレゼンテーションする①

このシラバスを精読しておく

自己ＰＲの内容を考えておく

プレゼンテーションの分析 第1回～6回の復習

授業でプリントを配布

授業への貢献・積極的関与25％、授業で配るプリントの提出15％
　　授業内での実技テスト（プレゼンテーション）60％

　定期試験は、

表現力

レポート

プレゼンテーションに必要なスライドなどの

（パワーポイントなど）ビジュアルツールを制

作することができ、魅力的に表現することがで

きる。

グループワークに参加し、グループ
のメンバーとある程度協力して活動
ができる

課題に対してのフィードバック

一年の成果をプレゼンテーションする②

一年の成果をプレゼンテーションする③

私は誰？と自己PRの概要説明 前回授業の復習

やってみよう2分間自己PR③(プレゼンテーション)

グループワークに参加に消極的で、
グループのメンバーとあまり協力で
きていない

今までの配布資料をまとめて熟読してお
く

授業の内容・計画

グループワークに積極的に参加し、
グループのメンバーと十分に協力し
て活動することができるすることが
できる

プレゼンテーションに必要なスライドなどの

（パワーポイントなど）ビジュアルツールを

工夫して制作することができ、魅力的に表現

することができる。

企画のグループプレゼンテーション

プレゼンテーションの準備をしておく

事前事後学修の内容

やってみよう2分間自己PR①(プレゼンテーション)

成績評価の方法・基準

プレゼンテーションに必要なスライドなどの

（パワーポイントなど）ビジュアルツールを

十分に表現することができていない

プレゼンテーションに必要なスライドなどの

（パワーポイントなど）ビジュアルツールを

ある程度制作することができ、表現すること

ができる。

授業の内容を理解し、自分の
言葉でレポートを書いている

すばらしい とてもよい よい 要努力評価ルーブリック

授業の内容を十分に理解し
ていない。レポート提出が
なされない

適切な声や姿勢でプレゼンテーショ
ンが十分にできていない。

適切な声や姿勢でプレゼンテーショ
ンすることができる


